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インドワラ会関係資料の保存について（中間報告）
―第二次大戦中のインドにおける日本人市民抑留の記録―
“Indowara-kai”（Association of Indowalas） and Related Materials: Mid-Term Report on
Preservation of Documents on Japanese Internees in India during World War II.
松本脩作 M AT S U M O T O  S h u s a k u
（大東文化大学・非常勤講師　本 COEアドヴァイザー）
はじめに
　第二次世界大戦開始直後から戦後にかけて、3千人に近い日本の民間人が敵国市民としてイ
ンドの隔絶された地域に抑留されていたという事実はあまり知られていないのではなかろうか。
1941年12月8日の開戦にともない、当時の英領インド、セイロン、ビルマ、マレー、シンガ
ポールにいた日本の人々は、その性別・年齢に関係なく拘束され自由を失った。そして長い抑留
生活の後に帰国できたのは1946年6月末のことであった。このことは日本とインドや、東南ア
ジア諸国との関係史の中に今後書き加えられるべき、重い事実であろう。しかし若干の書物にの
み書かれていて、代表的な歴史の著作には取上げられていない。当時から既に半世紀以上の時が
経過して、今では生残りの人々の数も年々減っている状況にある。生きて帰国できた人々が残し
た記録類も散逸をおそれなければならない時期にきている。帰国者の人々が結成した「インドワ
ラ会」の事務局を引継いでいる人や関係者と本プロジェクト・メンバーとの間で、偶然のきっか
けから連絡をとることができ、その協力を得て、インドワラ会が作成・収集した各種資料を保存
するためのマイクロフィルム化作業が現在進行中である。研究者や学生が将来のこの問題にとり
くむ際に基礎的資料になることを希望して、我々はインドワラ会関係資料の保存事業を進めてい
る。その中間報告の意味で、進捗状況を以下に紹介したい。
略史
　戦争が始まって約1月余後の1942年1月末までには各地で拘束された日本の民間人が集中
キャンプに集められことになった。さまざまな移動経路を経て、彼らはニューデリーのプラー
ナー・キラー（Purana Qila）と呼ばれる古城の中に集められ、数多くのテントが立ち並ぶ中での生
活が始まることとなった。それと別に各地領事館関係者約60人はヒマラヤ山中の場所に収容さ
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れた。
　彼らはインターニー（Internee）と呼ばれ、捕虜（Prisoner of War）とは区別して取扱われた。事実
ビルマ戦線などで捕虜となった日本軍の兵士はラージャスターンのビーカーネールという別の場
所に収容されていて、後に一部はクエッタに移送された。クエッタは現在パキスタンのアフガン
国境に近い都市である。
　ここに集められた人々の拘束される以前の居住地別の人数は、次の通りであった。インド
（アンダマン島を含む）274人、セイロン11人、ビルマ156人、シンガポール1,472人、マレー半
島1,116人、ロンドン3人、アフリカ4人、米国船1人、合計3,037人（「スケッチが語る印度抑留記　
（1941.12.8~1946.5.19）」より。他の資料と人数については異同あり）。
　プラーナー・キラーに収容された日本人の数は当初約3,000人であった。冬は内陸性の寒気と、
夏は45度前後に昇る酷熱とをテント内で生きる日々のスタートであった。ちなみにここはニュー
デリーの街中にあり、その呼び名が意味する「古い城」の威容を今でも誇っている。かつて数え
切れないほどのテントが立ち並んだ城内は整備され、公園に姿を変えて市民の憩いの場となって
いる。収容所の痕跡は何一つ残されていない。
　この地での約1年半のテント生活の後に、1943年3月から4月にかけてラージャスターン州の
デーオリー（Deoli、ある地図ではDevli）の収容所へ全員が移送された。今度はテントではなく恒久施
設とも言うべき建物に収容されたが、ここはタール砂漠に隣接して近くに鉄道の便もなく、大き
な都市や町もない孤立した場所であった。ここで彼らは北インドの暑い夏を更に3度も耐え忍ば
なければならなかった。
　この間にただ一度だけ交換船による帰国のチャンスがあり、領事関係者64人及びプラーナ ・ー
キラーの収容者から選ばれた720人、合計784人が帰国した。多くは残された者の悲哀と怒りを
経験しなければならなかった。戦争という極限状態の中で、限定された少数の人々を選び、帰国
させる現実の行為を通して見えてくる、国家による選択の基準がどのようなものであったかを、
一定年齢以上の抑留者は一人一人が自分なりに解釈せざるをえなかったであろう。当時の日本国
家が示した、人間の序列観、階級観、を後世の人々はどのように受取るであろうか。この間の事
情については、英国の公文書館（Public Record Ofﬁce）に保存されている記録を発掘した林博史「イ
ンドに抑留された日本人民間抑留者」がある（関東学院大学経済学部綜合学術論叢「自然・人間・社会」第25
号所収　1998.7）。
　また多くの死が抑留者を襲った。苛烈な生活条件により、事故により、病により、または今や
理由を知られることもなく。最も大きな悲劇は戦争が終結した翌年に起こっている。「２．２６事
件」と呼ばれるもので、1946年2月26日に収容所内で起こった事件である。日本の敗戦を認め
ない「勝ち組」が、敗戦を認める「負け組」を襲撃し、それを阻止しようとした軍が発砲し19
人が死亡した事件である。その前から収容所内では緊張状態と暴力事件が続いていたが、一連の
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動きが頂点に達したのがこの事件であった。戦争が終わって半年以上も経過した後に起こったこ
の事件は、遠隔地で長期にわたる収容所生活を余儀なくさせられた人々の間に生じた、矛盾・軋
轢関係を想像させる。死亡者の中には、幼児や女性も含まれていて事態の深刻さを物語っている。
戦争は既に終わり、帰国を前にしたこの時期に起こった事件は、悲劇としか呼びようがない。
事態の深刻さを事前に認識していた収容所側は、1945年10月ニューデリーのレッドフォートで
開始されたインド国民軍将校3名の裁判に証人として呼ばれていた日本政府と軍関係者の中から、
前外務次官沢田廉三と磯田元中将に日本の敗戦が事実であることをインターニーに説得するよう、
インド政庁を通して要請した。1945年12月に二人はデーオリーに行き、全員に対して話をし冷
静な対応を呼びかけたが、その後の経過を見れば結果的には不成功に終わった。この事件につい
ては峰敏朗『インドの酷熱砂漠に日本人収容所があった』（朝日ソノラマ　1995）が詳しい。また沢田
廉三は回想録の中で一章を割き、このことに触れている（沢田廉三「凱旋門広場」　角川書店　1950）。
　インターニーは1946年5月に日本に向けてデーオリーを出発し、6月末に広島県大竹港に上陸
した。そこで引揚證明書、現金、わずかな食糧と物資を支給され、戦後の混乱の中の日本社会に
生きる場所を求めて、各自再出発の一歩を踏み出した。
　その人々が生活の場を築き、ある程度の精神的な落着きを得たのは何時頃のことであろうか。
そして自分たちを襲った異常な事態とその経験を共有する人々の現状を心配し、行方を求め、励
ましあうために連絡をとりはじめたのは、どのような内的必然性に押されてのことであろうか。
どのような個人の繋がりが積重なって、人々は「インドワラ会」に集まるようになったのであろ
うか。
　「インドワラ」と言う言葉はインド出身者ないしはインド関係者というような意味合いを持っ
ている。お互いの消息を確かめ合い、共通の経験に関連した情報を交換し、親睦会を開く、と
いったことが具体的な情報として確認できるのは、最初の「インドワラ名簿」が昭和40年（1965）
に印刷され、「インドワラ通信」第１号が昭和41年12月（1966）に刊行され始めた頃からである。
20年に近い歳月を経て、印刷物の形をとって記憶の再生としての証言が語られだした。
残された資料
　「インドワラ名簿」は最後の版が昭和60年（1985）に刊行されるまで、11回改訂・作成された。
全国の会員の新たな消息が毎回付加えられた。広範囲に散らばり住む人々の消息を集めることに
多大の努力が払われたことが分る。
　機関誌の役割を果たしたのは「インドワラ通信」であった。サイズは最初B5判、途中からは
小型のA4判に、記事の内容は、個人・家族の消息、親睦会の記録、共通の関心事についての情
報などで、年1回ないし2回、多い時には3回の頻度で発行された。頁数は最初6頁でスタートし、
多い時には12頁にもなった。昭和41年の創刊号から最終号38号（昭和61年11月）まで20年の長
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期にわたるもので、その間の編集発行者は神奈川県大和市在住の木村二郎氏であった。また前記
の会員名簿の編集発行も同氏によって行われた。同氏とその周辺で協力した人々の努力とエネル
ギーは驚嘆すべきものであるが、その源泉は何であったのだろうか。
　上記の継続的な印刷物とは別に、単独の興味ある印刷物がある。それは「スケッチが語る印度
抑留記（1946,12,6~1946.5.19）」（昭和57年（1982）刊）である。114頁の本文に多くの広告（その大部
分は会員が関係する企業のものである）を加えた一冊の画集である。
　注目すべきはこの本に掲載されている総てのスケッチや記録の品々が抑留期間中の作品で、帰
国の際に密かに持ち出されたものであることである。所持品検査の際に衣類などに包んで通過す
ることができたもののようである。描いた人々は大人と小学生の子供たち、描かれた対象は収容
所と周辺の風景、抑留者の日常生活、周辺のインドの人々の暮らしぶりなどである。収容所の
日々の生活を自ずと物語るこれらの作品は、後世への雄弁な証言となっている。この本は白黒の
印刷物で原画の状態を十分に映してはいないが、編集過程で使った原画あるいは印画紙が大半保
存されている。
　これらのスケッチの中には生と死の光景も数多い。遊ぶ子供達、母と幼児、野球の試合、釣り
の楽しみ、急病患者を病院に運ぶ、死者を弔う、このようなテーマの絵は時には文章に描かれた
ものより迫力をもって事実を物語る。
　収容所内には子供達のための「国民学校」があり、校歌とその楽譜も収録されている。スケッ
チの中には子供たちが数多く登場する。子供達の存在がどれほど大人達の喜びと慰めになったか
が想像できる。
　デーオリーの収容所には一時期イタリア人の抑留者もいて、彼等の音楽会に招かれた光景など
も含まれている。イタリア人の他にも、台湾人、中国人、朝鮮人、タイ人、マレー人、などと区
分された人々の存在がいくつかの資料に登場するが、その人数については資料によって異同があ
る。
　スケッチ集の中には多数の作品が残され、特殊な環境に置かれた人々の全員ではないにしても
多くの人にとって、絵を描くということが特別な意味をもっていたことが想像される。使われて
いる材料は、ノートの一部、画用紙、鉛筆、色鉛筆、などである。一部にはクレイヨン、水彩絵
具を使用したのではないかと思われるものもある。収容所生活の中でどのようにして、これらの
材料が手に入れられたのだろうか。変わったものとしては、シガレット箱の包装紙を重ね合わせ
て厚紙にし、その上に手書きで図を書き込んだカード・花札も見られる。
個人のスケッチ作品
　スケッチ集の中に多くの作品を載せている主要な人は、高原正三郎、峯一男、池田進、中司
博の各氏である。その内、高原・峯両氏のご遺族とは、関係者のご努力もあって連絡がつき、ス
ケッチ集に収録されている作品の原画や、それ以外の作品も大切に保存されていることが分った。
そして今回の保存事業にも同意していただくことができた。高原氏の作品には多くの場合、説明
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や感想文が付されていて、作者の思いを知ることもできるが、作品の対象となった光景の意味を
理解するのに非常に役立つ。資料的な価値が一層高められているように思われる。
　絵のかたちで残されたものは、文章に書かれたものとは異なった力で、見るものに何かを物語
る。後世この歴史を学ぶ者にとって、決して無視できない重要な資料となることだろう。
当事者による回想録
　この保存事業を開始するきっかけになったのは、澤谷友美「遠き空をみつめて　母・伊香房
子」の存在を、2003年12月24日朝日新聞「声」欄の投書（松尾京子「家族で捕虜に　インドで5年」）か
ら知ったことに始まった。投書した松尾京子氏は幼児期を収容所で経験した人で、実姉の澤谷友
見氏も同様の体験者である。八戸市で自費出版されたこの本は収容所での体験を伝えている。当
方からの問合せにたいして、自著を寄贈していただいたことに、この場を借りて御礼申上げたい。
この本を通してまた別の自費出版の回想録を知るに至った。それは大谷幸夫「想いは遥か　私の
戦中・戦後」である。この著者は商社のシンガポール駐在時に抑留され、ニューデリーから交
換船で帰国した経験を持っている。抑留にいたるまでのシンガポールでの状況やプラーナー・キ
ラーでの収容所生活、交換船で帰国後再び赴いた戦地の東南アジアでの体験などが、詳しく語ら
れている。著者は故人であるが、ご遺族からこの本を寄贈していただいたことに感謝したい。こ
れら2冊の本はこの整理がつけば、公開して利用に供することになろう。
　交換船で帰国した人による回想録はその他にもいくつかある。現在確認できたものを以下にあ
げてみよう。
　シンガポールで拘束されニューデリーの抑留生活から交換船で帰国した徳田冨二「プラナキラ
の月」（千葉県飯岡町　徳田八郎衛　1971）と、同じくシンガポール・ニューデリーでの抑留を経験して
交換船で帰国した同盟通信社特派員飼手譽四「印度抑留生活を語る」（東京商工会議所　昭和18）があ
る。
タイ人抑留者による回想録
　同じキャンプに収容されていた外国人の中には、シャンティニケタンの大学に留学中に抑留
されたタイ人のカルナ・クサラサヤ氏もいた。彼は英文の回想録を出版し、その中で日本人との
交友について語っている。この資料は本プロジェクト・フェローの佐藤宏氏がタイで収集された
ものの中に存在していることを教示され、筆者はその存在を知ることができた（Karuna Kusalasaya: 
Life without a choice.  Bangkok, 1991）。
進行中の保存事業
　以上簡単に紹介してきたように、この問題に関する資料はいろいろな形で、いろいろな場所に
残されている。それ以外にも大事な資料が国内に存在している可能性もある。しかし現時点で保
存のための方策を講じておいた方が良いと思われるのは、「インドワラ会」が発行した、「インド
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ワラ通信」、「インドワラ名簿」、「スケッチが語る印度抑留記（1941.12.8~1946.5.19）」とその編
集のために資料された印画紙集、および故高原正三郎氏と故峯一男氏の原画作品であろう。これ
らの資料の散逸を防ぎ、今後の利用の便をはかるために、次のようなやり方を採用することにし
た。
　35ミリ・マイクロフィルム化（必要なものについてはカラーフィルム化）して、「インドワラ会」と本プ
ロジェクトが各々 1セットを保存する。さらに通常の利用のためにフィルムより復元した複製版
を各々 1セット作成し、「インドワラ会」・資料提供者・本プロジェクトが保持する。
　現時点で一部は既にマイクロフィルム化作業を終了しているが、フィルム化準備のための編集
作業が現在進行中のものもある。この秋には作業を完成させることを目指している。
今後の課題
　現在進めている作業の大要は以上の通りであるが、当然予測されることは我々がその存在に気
付いていない重要な資料が残されているであろうことである。お気付きの方々のご指摘とご協力
を誌面を借りてお願いしたい。
　また、インド、セイロン、ビルマ、マレーシア、シンガポール、イギリスなど各地の公文書
館や関係機関・図書館に未発見の資料が存在する可能性があり、今後の調査・発掘が期待される。
また既にインフォーメーションをお持ちの方があれば、ご教示をお願いしたい。
謝意
　これまでの過程でさまざまな形でご協力をいただいた方々のお名前を以下に記し、心からの謝
意を述べさせていただくと共に、今後とも変わらぬご援助をお願いする次第である。
　白澤照志氏（「関東インドワラ会」前会長）、阪本道弘氏（「関東インドワラ会」現会長）、相原俊子氏（故木
村二郎氏長女）、木村まり子氏（故木村二郎氏次女）、澤谷友美氏（伊香房子氏長女、「遠き空をみつめて　母・伊香
房子」著者）、松尾京子氏（伊香房子氏次女）、大谷明子氏（故大谷幸夫氏夫人）、志岐美恵氏（故菅績氏長女）、
高原ふみゑ氏（故高原正三郎氏夫人）、峯功氏（故峯一男氏長男）
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